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ニューメキシコ州のサンタ

フェにある国際民芸美術館

のウェブである。

オーソドックスな民芸品や

テキスタイルなど、世界100

か国から12万点以上のオブ

ジェを集めた常設展示も面

白いが、現在開催されてい

る「 Recycled, Re-Seen

exhibit」というページには

要注目。というのは、ここ

に展示されているのは、文字

どおり世界各地で毎日捨て

られている廃棄物（はっきり

言えばゴミですね）で作った

アートの数々。これを見てモ

ノの意味を見直そうという試

みなのだ。

展示されているのは、ビー

ル瓶のフタやプルタブで作ら

れたオブジェをはじめとして、

缶詰で作った楽器や古タイ

ヤで作った水の容器、ネス

カフェの缶で作ったブリーフ

ケースなど。

モノのあふれるアメリカで

瓶のフタやプルタブで作った

オブジェを見ても「遅れてき

たポップ」という感じしかし

ないが、モロッコやセネガル

なんかで半実用的なグッズを

見つけたら、ついついお土産

に買ってみたくなるに違いな

い。ちなみに、私のお気に入

りはメキシコ製のナンバープ

レートで作った「ちり取り」。

ウェブで買えるものなら是非

注文したいんだが……。

モノは使いよう リサイクルでアート
Museum of International Folk Art Home
jhttp://www.state.nm.us/MOIFAOnLine/MOIFAhome/MOIFAhome.html
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先頃好評のうちに終了した

NHKの連続特集番組「新電

子立国」。あれを見て、なん

だかうちの国がソフト化するの

は先が長そうだと思った人も

多いに違いない。では、本場

（？）アメリカでこの手の番組

を作るとどうなるか？　その

答えが「オタクの勝利」とい

うすごいタイトルのこの番組。

制作は米国のNHKにあたる公

共放送（PBS）だ。

番組の内容はVisiCalcの作

者ダニエル・ブリッケン、あ

のビル・ゲイツ、スティーブ・

ジョブス、ウォズニアックとい

った面々が登場し、米国の

PC文化の発展をふり返ると

いう趣向。このウェブページ

はそのウェブ版で、PCの歴史

解説や番組内容のトランスク

リプトに加えて、もはや博物館

入りにでもなりそうな昔のPC

の名前を当てるクイズなどが

ある。筆者はなんと全問正解

したのだが、おめでとうメッセ

ージの代わりに出てきたのは、

「だったらなぜ億万長者になっ

てないんだ？」というひと言。

このキツさもお国柄ですね。

それはともかくウェブを見

ていくと、やっぱり番組その

ものを見てみたくなる。番組

のビデオが買えるサービスもあ

るので日本からも注文できそ

うだが、ひょっとしたらNHK

あたりで放送してくれないもん

だろうか？

ショウビズ界での売り込みはこうやる！
PROLOGUE

jhttp://www.verbaljudo.com/apple/

本場米国版「電子立国」をウェブで見る
TRIUMPH OF THE NERDS: Welcome!

jhttp://www.pbs.org/nerds/

メインページは真っ黒い画

面に「FADE IN:」のひと言。

いったい何が始まるか……と

見ていくと、続いても黒い画

面に文字だけで、どうやら映

画の脚本風の展開。そして登

場するのが断崖の上に立つド

ラマの脚本家とおぼしき男の

シルエット。下にはロサンゼル

ス川（？）が……。

さて、ここ

で質問です。

この男、飛び降りるでしょう

か？　それとも？

この問いに作者の思惑どお

り応えると「やっぱりそうじゃ

なくっちゃ。ショウビズ界のプ

ロとお見受けしました。あな

たこそ私が探していた人だ！」

というオシとともに出てくるの

が、なんとこのウェブページ作

者ゲイリー・アップル氏の履

歴書風プレゼン。

というわけで、このページ

はエンターテ

イメント業界で新たな職を求

める売り込み広告。職業がら

他人を楽しませるテクニック

を見せながら自分を売り込も

うというもくろみが面白い。

ちなみに、彼の思惑どおりの

選択をしなくてもそれなりに物

語は続いていくのだが、こち

らもなかなかシャレがきつくて

楽しめる。

それはそうと、この人、新

しいポストは見つかったのか

な？
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その方面に関わりのある方

なら思い当たるところがあると

思うが、ウェブページ流行の

影響か、はたまたカラープリ

ンター普及のためか、最近で

はちょっとしたプレゼンテーシ

ョンにも凝ったグラフィックス

を使いたいという需要が増え

ている。

需要があれば供給が生まれ

るのは自然の流れ。「そんなと

き頼りになる」という謳い文

句で売られているのが、いろ

んなグラフィックス素材を集

めてCD-ROMに収録したク

リップアート集。値段も数千

円程度からあってクオリティ

ーもそこそこ。となるとついつ

い手が動いてしまうが、ここ

に強敵出現。なんと広告、動

物、建築、アート、車、歴史

上の人物、枠などの飾り、有

名人の写真、教育、飾り文

字、民族、地図、風景、ス

ポーツ、シンボル、植物、医

療イラストなど、収録総点数

30万。しかも今なら年間99

ドル95セント（1日、1か月単

位の契約もあり）でダウンロ

ードし放題という太っ腹なサ

ービスの登場。見本を見る限

り、クオリティーもなかなか。

検索もできるし日本からの申

し込みもOKとなると、これは

関係者要チェックかもしれな

い。

（自分のことはさておいて）

毎年のことだが、夏休み中の

日本全国大移動×大渋滞に

はうんざり……。やっぱり休暇

というなら他人の行かないと

ころにでかけて、日頃体験で

きないことをやってみたいとい

うのが人情というものだろう。

そういうイベント志向の旅

行好きにぴったりの冒険ツア

ープランを企画し、提供して

いるのが米国のアドベンチャ

ー・トラベル社。

陸上ではトレッキング、乗

馬、マウンテンバイク、スキ

ー、海・河ではセーリング、

カヤック、空では戦闘機の空

中戦シミュレーション、グラ

イダーなど、あらゆるアドベン

チャー系のパッケージツアーを

紹介している。またライブラ

リーにはスキューバダイビング

やパラグライダー、乗馬旅行

などの小冊子からの記事が収

録されていて、デスクトップト

ラベラーの冒険心をくすぐる

読み物としても楽しい。

年間1万円で30万点のクリップアートがダウンロードし放題！
ArtToday: Clip Art On-line

jhttp://www.arttoday.com/

「次の休暇こそは」とお考えのあなたにお勧めの冒険旅行
Adventure Travel - Home Page

jhttp://www.adventure-travel.com/
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インターネットの面白いとこ

ろは、従来の常識ではまった

く考えられない仕組みが（実

験的にでも）作られてしまうと

ころ。例えばこのウェブがもく

ろんでいるものもその1つだ。

カリフォルニア州バークリ

ーに設立された新興マーケテ

ィング企業のサイバーゴールド

社が計画しているのは、ウェ

ブの利用者と広告主とのダイ

レクトな結び付きの演出。ウ

ェブ利用者が自社の広告ペー

ジに注意を向けてくれれば、

それだけで広告主にとっては

価値があるはず。だから広告

を見た人に、その分お金を支

払いましょうという仕組みだ。

残念ながら、原稿執筆時点

では本格稼働前でユーザーお

よび広告企業の登録を受け付

けている段階だが、さてどう

なるか？　サイバーゴールドと

いう名前はちょっと怪しいが、

この業界では有名なレジス・

マッケンナがボードメンバーに

名を連ねているくらいだから、

ひょっとしたら同社のサービス

もインターネットならではの革

命的な新マーケティング手法と

して注目されるかもしれない。
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実現するか？　オンラインマーケティングのニューコンセプト
CyberGold

jhttp://www.cybergold.net/

インターネットクイズ出題者のためのネタページ？
CyberAtlas -- Page One

jhttp://www.cyberatlas.com/

ネットワークというものは、本来

分散的に増殖していく仕組みだとい

うことを多少なりとも理解していれ

ば、全体を俯瞰するというのがいか

に難しいことで、なおかつその苦労

の割には意味がないことが分かるは

ずだ。それでもなお、階層型組織の

上に立つ人々は「まず全体はどうな

ってるんだ？」とばかりにいろんな

質問を浴びせかけてくる。う～ん、

まったく……。

そんな時に役に立つのがこのウェ

ブページ。残念ながら米国を中心と

したものだが、インターネット世界

の様々な統計的データが掲載されて

いるから、ある程度バッドチューニ

ングな質問の嵐にも対応することが

できる。おまけに、米国の市外電話

局番別で最もcomドメインの多い

のはどこかとか、対人口比でサーバ

ーの数が一番多い地域はどこ……な

んていうインターネット・トリビア

的な情報も手に入るので、ちょっと

した“インターネット通”気分？

いざという時のためにブックマーク

を付けておいても損のないページで

ある。

ウェブデザイナーという肩書きが

職業分類に入るまでにはまだ時間が

ある（ずっと入らない？）かもしれ

ないが、米国にはウェブのプロダク

ションが続々登場してメジャーな企

業のウェブページの制作を請け負っ

ている。そうしたプロダクションの

宣伝活動は当然ウェブ上で行われ、

サンプルページなどで自社の腕前を

アピールすることが多い。このペー

ジはそれをパロディーにした「サイ

テー・みっともないウェブページデ

ザイン」社のもの。

つづりは間違う、カウンターは動

いてない、みっともないブリンクや

いかにも趣味の悪いテクスチャー、

リンクの張り間違え……という具合

に、ありとあらゆるボケをかまして

くれる。もっとも、よく見ていくと、

かなり手の込んだ小ワザを使ってい

て、意味のないものだからこそ手を

かけるというパロディーの本道が見

えてくる。ウェブデザインの“おマ

チガイ”の数を数えて笑ったり感心

して楽しんだりするには最適のペー

ジかもしれない。

Netscape 7.3かInternot exploder 0.2 でご覧下さい？
Insert Page Title Here

jhttp://www.wwwvoice.com/bud/bud.html
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インターネットは知識の宝

庫＆言葉の壁は厚い……とい

う月並みな感慨を抱かせるの

がダグラス・ホフスタッターか

らエリック・ドレクセラーま

で、ページ制作者の独断で選

んだ偉大な思想家・ビジョン

の持ち主についてのリソースを

まとめたこのページ。

レオナルド・ダ・ヴィンチ

やアイザック・ニュートンとい

った歴史上の人物から、ティ

モシー・リアリー、マービン・

ミンスキー、ブルース・スター

リングといったサイバーノーツ

お気に入りの人物が並べられ

ており、「ウェブ」と「ニュー

ス」のボタンが付いている。

当然ウェブ上のリソースや関

連のニュースが読めるんだろう

と思ってクリックしてみると、

実は両方とも「AltaVista」

の膨大な検索結果（WWW

とUSENET）が出てくるとい

う……手抜きというか肩透か

しというか。しかし、これはこ

れで貴重なポインターであるこ

とに変わりはない。

このほか、認知科学の有名

人、偉大な数学者、アナーキ

ストや左翼人、作家と詩人、

有名な科学者の写真を集めた

サイトへのリンクもある。それ

にしても、英語が分かれば世

界はもっと広がるのですねぇ。

ウェブの普及や拡大ととも

に、インターネット上の情報

流通規制に関する法案が何度

となく米国議会に提出されて

いることはご存じのとおり。こ

れに対抗するように、例の

「ブルーリボンキャンペーン」

が起こったり、代替プランと

して未成年者のためのウェブ

フィルターが出現するなど、

こうした動きは当面収まりそ

うもない。

だからこそ、一度は冷静に

ふりかえってみたいのが過去の

検閲の歴史である。

「自由のかがり火」と題さ

れたこのページは、ヒューマニ

ティーの立場から出版物の検

閲、発行禁止などがいかに行

われたか、その事例を集め、解

説したもの。今となってみる

と、なんでこんなものが発

禁？と思わざるをえないよう

なものが、それぞれの時代、一

般認識とのズレによって、どの

ように検閲されてきたかを豊

富な事例で多角的に分析して

いる。ホームページにブルーリ

ボンを掲げようとするなら、こ

の程度は読んでおくべきか？
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知識はネット上にあり。訳せよ、さらば与えられん？
Great Thinkers and Visionaries on the Net

jhttp://www.lucifer.com/~sasha/thinkers.html

インターネットの昨今の課題＝焚書に始まる検閲の歴史をふりかえる
Bonfire of Liberties

jhttp://www.humanities-interactive.org/
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